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若きヴェルテルの悩み
—その神と愛と死をめぐって—
?
村 良 孝
我々現代人はその意図を持ちさえすれば，一つ一つ真相を容易に捉える
ことができると思っている．だが我々は絶えず配慮していなければ，耳で
聞き，目で読んだことを心の中で，独自な流儀で改造してしまう．つまり，
不愉快な箇所は削除し，魅力ある個条は盛りあげ，間延びを直し，角を取
り，自在に仕上げて行く．だが残念なことに，このような改造には大抵の
場合，その是非はともかく一種の党派心とでも言うべきものが付随し，宗
教的，政治的，倫理的，あるいは教育的な判断とか希望などが加わってく
るものである．物語の人物に好意をよせて褒めたり，あるいは背を向けて
非難を浴せたりする．ゲーテの場合を考えて見ても，人は彼をまるで神の
児でもあるかのように思い込み，アポロのように美しくて強い者だと思い
たがる．と言うのはどんなに信仰心のない時代に於いても，神々や半神，
天使とか予言者，聖者などを希求する気持が我々にあるからであり，他方
に於いて， ,,DasUnaussprechliche"1が存在するからである．勿論ゲー
テその人こそ，最も多くの誤解の種を蒔いた人ではあったが，彼は真実と
虚構， 伝記と文学史あるいは文化史などをいろいろと混ぜ合せたのであ
る．かって恋した娘たちの想い出を，その折々の年令に相応わしい恋物語
を創作する為のよすがとして，ゲーテはいわば利用したのである．
ゲーテと彼に内在した詩人の魂によって書かれた書簡体の小説2 『若き
ヴェルテルの悩み』が世に出，ー大センセーションを巻き起した時代はど
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1のような社会状態をその背景に持っていたのであろうか．当時のヨーロッ
パ文明の背景に楠径していた精神状態を適確に述べるのは容易な業ではな
いが，それはまさに破局寸前の状態であり， フランス革命による急激な社
会の革新があり，ルソー(Rousseau)が多感にも反抗的な精神の昂揚を表
現した3時代であった． トーマス・マン(ThomasMann)も言うように41
文明の倦厭， 感情の解放， 自然・根源的なものへ帰着せんとの憧慢，硬
直した文化の桂桔のゆすぶり，因襲と庶民的偏狭への反逆， これら一切が
結合し，熱狂的な涯しない生への欲求をして，死をも憧がれる姿を取ら
せ， メランコリーとリズミカルに単調な生の嫌悪が流行していた． ドイツ
では，我々が『詩と真実』を通して知ることができるように， これが
Weltschmerzの動きとなって，若い世代の間に広まっていた．ゴールド
スミス(Goldsmith)5の純な自然の真実だけでは飽き足らずルソーの燃
えるような衝動だけでは芸術的渇望を満たされなかった人々が『ヴェルテ
ル』の出現によって初めてその理想の実現を見て，気も狂わんばかりに驚
喜感激したのであった．
この作品『ヴェルテル』の成功の一部は，頽廃的で精神を錯乱させる破
廉恥な性格にあり，ヴェルテルに於ける悲劇の導火線は，彼の幸わせが終
局に於いて，救済へ移行するが故に，あの神に反抗する巨人的なプロメト
イス的な愛にあるように思われる．そしてこの頽廃的で精神を錯乱させる
その多感なところが道徳家たちを登場させるところとなり， 自殺への賛美
と更には誘惑をこの書簡の中に見た彼らは， この作品に周章狼狽し嫌悪し
たのであった．けれども， この表徴こそが限界と言う限界を踏み越えた金
字塔をうちたてたのであり， しかも文字通り，世間を死をも辞さないまで
に'洸惚とさせたのである．
魂の限界に対する苦悩が高まり，薄倖の人にとって自己の意識が逃れが
たい牢獄となって「半神だなどと讃えられているが，人間とは何んなんだ
ろう1 力が最も必要な時に，かえって力がなくなってしまうのではない
’
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か．歓喜の中に高揚し，悲傷に錆沈する時，そのいずれの場合にも，正に，
無限者の充溢の中に身を没し去ろうとあこがれるその瞬間に，引きとめら
れ，鈍い冷ややかな意識に再び連れ戻されてしまうのではないか」6と叫
ぶ， このヴェルテルの興奮した悲嘆の声は， ファウストの困窮した言葉7
でもあり， この現存の不完全に対するヴェルテルの苦悩は主観主義の概念
をもって全く解明されているという訳ではない．何となれば，そこには宗
教的な衝動が含まれていないように思われるからである．情熱的な若者が
夢みるのは，単に心的状態がその弛緩期にあるからではなく，むしろ世界
と現存から確立された一種の形而上の所与性とでも言うべきものへの信仰
を熱望しているからである． 即ち，諸々の反省が自己の現存以外の客観
的普遍妥当性をめざしているからである．彼の悲劇の原因は，彼にとって
何か偶然的なものが確固たる所与性となっているところにあり，いわば，
彼が恋人を自己の信仰の原理あるいは彼の現存の公理にしているところに
ある． "Wertherstirbt,weilLotteihmversagtbleibt"8と述べてい
るシェフラー(HerbertSch6ffler)の言葉は的を射ているようにも思える
が，たとえヴェルテルの死が恋愛の悩みから生じたものであると見徹した
ところで， この愛には,シェフラーもまた指適しているように,宗教的な係
わり，即ち，聖書との関連があり，宗教的な文脈が随所にうかがえるので
ある．彼はヨハネ伝の引用文を単なる詩的描写として解釈し， この小説を
適当な暗嚥として酷評している9のだが,彼にすれば,暗示されたキリスト
の受難が恋愛による絶望の比嚥となるのだろうか．またシェーダー(Grete
Scheder)10はこの関係を逆の立場から理解しようと試み，蕩児(Brief
v.30.Nov.inWerther)11の比ﾛ前から，ロッテへの恋慕をはるかに凌駕
したヴェルテルの愛の欲求を推論している．だがいずれにしても世界観的
な結論を見出すと言う点に於いて，ヴェルテルが彼の煩悩のさまざまに変
化した条件の下で， トーマス・マンも『詩と真実』の中の言葉を引用して
述べているように,’2死に対して十分な動機を考える気持になっていたの
’
－61－
????????????
一一 一一
’で， シェフラーとシェーダーの両者は本来の手続を顧慮していないように
思われる．彼らは死の考えとの折々の関係に留意せず，あたかもヴェルテ
ルの宗教的な言葉が確固とした論証であるかのように引用し，死をある場
合には消極的な救済として， またある場合には積極的な救済として概観し
ている．
神・愛・死について， それらの相互の作用を展望する時， ヴェルテル
は,ClavigoJPWeislingenなどの主人公と同じく，想像力たくましく，
充実した日々'3を過しているのであるが，それがかえって， 個々の印象
に感じ易くなり，彼の寂蓼が包含されて，栄光と悲惨の原因ともなり， ロ
ッテとの出合い以前に，グンドルフ (Gundolf)も指摘しているように,14
既にヴェルテル的な現存の問題が提起されているように思われる．彼は
「楽園を思わせる土地jで,'sただ一人，敬虐な願いの成就を期待し「樹
木という樹木，生垣という生垣が， さながら花束のように咲き乱れてい
る．黄金虫にでもなって， この芳香の海を漂い，一切の養分をこれらの花
の中に見出すことができないものだろうか」 ’6と万有の無限の中に共感
的に没入することを夢みる. このような彼にとって，孤独はいわば「甘美
なる清涼剤」 ’7であった．それはまるで自らの姿に似せて創ってくれた
｢全能者の現存｣'’8永遠の歓喜の中に漂よわせ生かしておいてくれる「全
愛者の息吹｣'9を我々に啓示してくれているようにさえ思われる．このよ
うな自然の不思議な明るさが，夢中で自己の圧迫された意識をおおってい
るように思われるのだが，それでも，その抑圧された意識は，意識として
解れることなく，プロメトイス的な気持で，彼は常に孤独であり，ヴェル
テルの明るさは刹那的な幸わせ以外のなにものでもなかったのである．彼
あずか
がたとえ自己と生来の存在の尊厳を宇宙の神々しい生活の与りとして解し
ていたにせよ，それはこの世に啓示された「全能者」や「全愛者」の能動
的な生気を与える作用として，彼は理解していたに相違ない．それ故， こ
の5月10B20の自然の息吹を万有在神論的な確証として理解することは
｜
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早計に思われる●ただ単に倖わせに身を浸している彼の消極的な態度は，
制作上の悩み，即ち， 自己の内部に充溢し，暖かく心の中に息吹いている
ものを表現することができないでいる彼の優柔不断な態度なのである．そ
してこのような一時的な非生産性も， この場合洸惚とした恋愛の前兆とな
っており，ゲーテ＝ヴェルテルにとってそれは恋愛の感性的な体験ではな
く’いわば一種の宗教的な体験であった．
だが「…まわりの世界も天空も， まるでいとしい恋人の容姿のように
…」 2’と恋愛の歓びへの接近もほのめかしている． この充溢した刹那に
於いて，ヴェルテルは自己の魂にうつる幻影の世界にあこがれ，後に「無
限者の充溢の中に身を没し去る」22ことを欲する時，「鈍い冷ややかな意
識に連れ戻される」2sのを激しく訴える．この苦悩の発芽は彼の人生の
探索と全能の壮麗な感情の貧困に嘆く彼の新らたに体験した極限から生じ
たものであるが， しかしこれがヴェルテルの世界と神との関係に悲痛なま
での亀裂を招来するのではなく，その亀裂は彼の創造精神の途方もない才
能が再び独り立ちするや否や， 自ら生じるすべての体験を創作することが
できるのだと言う彼の意識から起っているのである． この遼巡が想像力と
一体となって’宗教的な敬度な体験を重ねるうちに，聞知した資質が単な
る見せかけであり’全体験が感情の所産， 自己自身から生じた閃影の代償
であることを示している．
それ故， この5月10日の感激に満ちた手紙に次いで「ぼくにはどちらと
もわからないが， このあたりには，人を惑わす妖精ｶﾐ漂っているのか，そ
れとも， この世のものならぬ熱烈な空想力がぼくの胸にやどっていて，そ
の為に周囲の一切のものがまるで楽園のように見えるのであろうか」24
と虚構の気持と事柄の本質との間の亀裂を記した， この5月12日の緩和的
な手紙が続くのである． もし上述の手紙のあの'洸惚とした ,,Ichbinal-
lein<!25の永い季節が始まっていたのならば，そこには何の悲嘆の附属音
も響びかなかったはずであり， しかも自然と神とが合一であると信じてい
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たヴェルテルには伴侶を必要とするにはいたらなかったはずである．だが
今や彼は現実と現存の感じ易い性質に疑念を抱き， 「探究の途中で満足し
てしまうのは，自分の閉じ込められている風景を描いて悦に入っているわ
けだから，独りよがりな諦めにすぎない」28 と彼は孤独を嘆き，畏怖する
のである．そして牢獄としての意識の威嚇的な観念によって，これまで夢
見てきた理想像がいつまでも存続しつづけるのだと言う俵い一瞬の神への
確信が疑われ，「人生が唯一場の夢に過ぎない」 27 と言う世界苦がヴェル
テルの自然と神との関係を遮ぎる．
かくして神に対する宗教的な問い，即ち，この世に於ける存在理由と真
の目的が客観的に問われ，内面性への圧迫は，ヴェルテルが形而上の規定
下に存在しているが故に，もはやプロメトイス的な振舞では満足させるこ
とはできなくなる．そして彼は大人も子供たちと同じ程度にしか「自分た
ちの欲求の理由」 28 を知らないことを嘆き，かつまた行為と現存に対す
るその絶対的な理由が神と世界の本質に於いて隠されているが故に，深く
疑念を抱き，彼は人が機械的に「菓子や白樺の鞭で動かされている」 29の
を見て，彼らの倫理的な目的を仮託として，彼らに対して非生産的あるい
は利己的な「愚にもつかない仕事や独りよがりな妄想」 30 に嫌悪し，彼
らの価値判断を反省のない偏見として片づけ， 「道徳的な人間」， 81 殊に
アルベルトを「ある事柄について語るとなると，すぐに，それは莫迦げて
いるだの，賢明だの，善いだのと決めつけなくては気がすまぬのだね，だ
が一体そう言うことは，どんな意味があるんだい」 32 と彼は非難してい
る．このような断固とした世界，牢獄そのもの，そして明らかに終末論的
な法則などと言うものが一つとして内在せず，むしろ悪魔的な憎しみのあ
まり，その愛が正当であることが認識される存在の中に，常に認められぬ
唯一の事象， 「自由の甘味なる感情」， 38 自殺に対する激しい異議がいつ
までもあとに残る．ヴェルテルにはそのように無限への憧憬が実現されな
いままであり，「おお，逢かな遠方， 未来とおなじようなものだ． 巨大な
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漠とした全体が，ぽくらの魂の前に横たわっている．その中に，ぽくらの
視線も感情も均しくまさぐり沈む．．．ところが， ぽくらがそこに急ぎ，「か
しこ」が， 「ここに」となる時， 一切は尚旧態依然として，ぽくらは相変
らずぽくらの貧困さ，ぼくらの局限の中に立っている．そして，ぼくらの
魂は，とりにがした幸福を求めて喘ぐのだ．」“と彼はむなしく悶える．
彼方の空間には現存の無価値しか横たわっていないヴェルテルにとって，
この憧憬の一切の幻影は現世でも，神の国に於いても実現しないであろう
理想郷であった． だが，この6月21日の手紙の充たされぬ憧憬への幻想
は，ロッテの出現によって，澱みなく，否，殆んど悲嘆の声もなく「ぽく
は神が聖者たちの為にとっておかれたような幸福な日々を生きている．」85
とまるで逆説的な言葉で語られ，しかも幸わせに溢れたこの記述は「別れ
際に，今日じゅうにもう一度お目にかからせていただきたい，と頼むと，
かの女は承知してくれた．ぽくは行って来た．そしてその時以来，太陽も
月も星も相変らずその営みを静かに続けているが，ぽくにはもう夜も昼も
なくなった． 全世界が，ぼくの周囲から消え失せてしまった．」86 と結ん
でいる前の手紙にさえ続づいているのである．こうして今や，日も夜も，
全世界もかの女の周囲にその影を没したヴェルテルの思惟はロッテの中に
その目的を見出し，彼が形而上的に是認していなかった世界が没却し，新
らたに発見された幸わせの中に，新らしい見解が生れる．
5月22日の手紙ではまだ，仕合わせに暮している市民が誰でも，自分の
ちっぼけな小園を手際よく楽園のように仕立てるすべを心得えていること
に，彼は軽蔑的な微笑をうかべていたのであるが，今や，それどころか，
彼は形而上的な造かなものへの憧憬を断念し， 「どんなにさだめなき放浪
児も，最後には再びその生れ故郷にあこがれ，自分の小さな家に，妻子を
やしなう仕事のなかに，広い世界で求めて得られなかった幸福を」87彼は
見出し，素朴で平和な牧歌的な生活それ自体の価値を発見する．このよう
にして市民的な生活の必然の拘束が，彼にとって肯定的な定めとなり，皮
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肉にも痛ましい謙虚な心が「とおい族長時代のいろいろな生活」38のホー
メル風の無邪気さとなり，彼のガニュメート的な， どこへ，ああ， どこへ
と言うヴェルテルの形而上的な探究の遍歴は，努力するだけの価値ある現
世的幸福に帰着した．
ヴェルテルの現存の目的に対する根本的かつ宗教的な問題は， 神の存
在，非存在よりも愛の幸わせがより重要なものとなる限りに於いて， ロッ
テの形姿の中に答えが得られるだけでなく，相思の人にとって，外観上現
実の存在価値が成立すると言う点に於いても答えが得られる． このことを
明瞭にする為に，ゲーテは， ロッテが彼を愛していると言うヴェルテル体
験の彼の小説の第二版39に於いて，「…彼はぼくを愛している．ぼくを愛
している．－その為に，ぼくは自分自身にとってどんなに大切なものに
なり， 自分自身をどんなに－きみになら言ってもいいだろう， きみは解
つくれるから－彼女から愛せられるようになって以来，ぼくは自分自身
をどんなに崇拝していることだろう.｣4oと新たな自己確信の感情をつけ
加えている．勿論， このような価値感情と言うものは，多かれ少なかれ，
個々の恋の熱情にはつきものであるかも知れないが， しかしヴェルテルの
中には超感性的ともいうべき場が現わされており， もはや理性的な根拠な
どがどこにも入り込む余地のない表現がなされている． ロッテが単に比嚥
的な意味で,,heilig"4'な存在となるのではなく，ヴェルテルの求愛が盲
目的な崇拝にまで高まるのである．即ち，それは「一切の欲求がかの女の
前では沈黙する.｣42からであり，彼にはもはや「かの女以外に，祈りを捧
げるいかなる相手も存在しない（からであり)，…自分をとりまく世の一切
のものを唯かの女との関係に於いてしか眺めることができなくなった.」43
からである．
これまで混沌としていた世界は，それがたとえ無目的なものであろうと
も， こうして恋人との内面的な関係を得て，秩序ある世界となる． この聖
パウロ的な世界，即ちヴェルテルの理想の極致が， しかしながら主観的な
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感情の発露であり， しかもそれに依ってのみ存在し得ることを彼は知った
のである．彼は意識という概念を閉された空間として断念することなく，
牢獄の形姿を「魔法のランプ」44の像に置換することによって明らかに
している．それは彼のあずかり知らぬ他の本質の働きかける作用であり，
彼の孤独を除去し得る作用であった．ヴェルテルは，プロメトイスが幸福
を体験するのと同じように， ロッテの愛を望みながら，超意識下のうちに
,,DasUnaussprechliche!@が信仰に代って，一切を包含しているのを経
験する．彼の愛の過程の頂点は，パウロ流の「なんといったって， この世
では，愛ほど人間の存立を不可欠にするものはない.｣錨という信仰告白で
ある． この愛という宗教が，勿論現実に来世の存在を顧慮し，一切の偶然
性をも遠ざげる超感性的なものに欠けているところにヴェルテルの運命が
ある． というのは，愛の成り行きによって，その根底にある価値が自ら変
わり，禍いとなり破滅するからである．プロメトイスの場合には彼の宗教
は全く詮索されなかったのであるが，ヴェルテルの世界では魔法のランプ
の光が闇に消え，希望に裏切られ，虚しい愛の悩みにあの極度の絶望にま
で高かまった嘗ての疑惑にまで再び連れ戻されるのである．
ヴェルテルが超意識的な愛の信仰を来世の神への信仰と混同する限り，
彼はこの異名同音の混沌の世界に悩みぬかねばならず，彼の眼前の歓喜
は，いかなる持続的な絶対的な現実も存在しない「永遠に閉じることので
きない墓穴」“の姿となる． 自然が全愛者の創造であると思っていたあ
の頃（5月10日）の体験をたとえ再び意識しようとも，ロッテとの挫折を前
にして， 自己の現実にすでに絶望している今，ヴェルテルにとって， もは
や平隠無事に過ごすことは不可能であった．形而上の確証も， ロッテとの
幸わせも， これら一切を喪失したヴェルテルには死が唯一の現実となり，
「もう生きてこの世にいるか」（どうかさえわからず， しかも行きつく先が）「墓
場以外に」47あるのかどうかさえも解らなくなった彼は，現存在に於い
て「一切を呑みつくす死」4sという無を感じる．だが死の意識が彼に切
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迫すればするほど，彼はその思念に沈潜することができなかった．成程，
ロッテは最初の別離の夜に死を超越した永遠の存在の確信を述べている
が，しかしヴェルテルがそのことに対して，この刹那に於いて，客観的な
確証を保持したからという訳ではなく，つまり彼が永遠の別離に耐えるこ
とも，そしてまたロッテが最終的には彼を拒絶するであろうことも考える
ことができなかったが故に，彼はこの永遠に対する信仰を叶えられる再会
の保証として解したのである．彼の考えの中で確かなものとなっていた死
は，彼の愛の感情の前に条理がたたなくなり，しかもロッテとの愛によっ
てまさしく挫折したように思われた彼の人生は， 「彼の生命の唯一の歓ぴ
であったもの，それでもって身のまわりのさまざまな世界を創造すること
のできたあの神聖な，一切のものに生命を吹き込む力」69 であったかの女
を失うことによって，以前よりも一雇無意味なものとなる．彼の人生の源
泉でもあり，彼の絶望の原因でもあった想像力は，今やロッテのうちにあ
って，痕跡もなく，恐ろしい精神の亀裂さえ感じさせる．
現存だけが恋人になる可能性を秘めているのだという彼の思いに相応わ
しく，自己の存在の為に，個々の別れ，そして死をもまた克服せんとする
ロッテヘの追憶に「おお，かの女に忘れられるようなことがあったら，ぽ
くは気が狂ってしまうだろう．」50と異常な激しさで，彼は執着する．そし
て彼にとって愛だけが現存を必要とする確信であったものが「そうだ，友
ょ，人間の存在なんてはかないものだ．まったくはかないものだ．ぽくは
はっきりそう信じる． ますますはっきり，そう思うようになった」 51 と
このように不安となり， 「人間なんて，ほんとうに空しいものだ． 自分の
存在がほんとうに確信できるような場所，自分が存在しているということ
を，ほんとうに印象づけられる唯一の場所，つまり，愛する人たちの想い
出や，魂のなかにおいてさえ，消え去り，忘れられてしまわざるをえない
のだー一それも，すぐに」 52 と彼は嘆くのである． 「人間が互いにこんな
にも冷淡にしていられる．」 58というこの発見は，ヴェルテルにとって，
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大約，救済に対する疑惑であった．
このように個々の期待が此岸に於いて不可能となった深い淵に再びヴェ
ルテルの思惟は辿るのだが， しかし虚無は彼にとって耐え得えぬものであ
り，不可能なものに思われた．そして彼はこの虚無に対して， 自己の力と
独自の心的な理由から， いかなる否定をもなし得ないが故に，思惟，生
活，愛することと死することに対して神の必然性が再び彼に意識され，あ
の俗世間を超越した聖書の神を求めることを新らたに試みる． しかし，一
切の「性急な願い」54を避けていた神を強要して示現させるというこの
試みも完全に失敗する．いかなる天啓によっても解かれぬ疑惑が， このよ
うに彼を神から離反させる限り，宗教は彼にとって「杖｣55ではあり得な
かった．だがヴェルテルは敢えて信じようとし，そしてその解明されない
疑惑の彼方の神を心に懐き，その愛する神によって，彼は自分を異端者と
して自覚する．ゲーテは神を疑いながらも，神に見捨てられた放蕩息子56
の姿の中に神を頼みとする宗教的な逆説の典型を見る．素朴な不死の信仰
から神に抗議したプロメトイス57にとって，死の問題は提起されなかった
が，ヴェルテルに於いては，死と不死は神の存在，即ち神への精神的並び
に現実の再来によって，可能となり，死することは「キリストの墓への巡
礼」58となり，遂には神によって「おお，神よ， あなたはぼくのみじめ
な有様をごらんでしょう，そして， これを終らせてくださるでしょう.」59
という境地に到る．ヴェルテルが自由に選んだ終局に接近する過程の上
で，彼は死が独自な存在の完全な救済，即ち，永遠性の精髄であるかも知
れないと強烈に感じる．彼がロッテの中に彼の現存の本来の正当性を見い
出す以前には，死は彼にとって無意味な存在と皮肉にも一致するただ唯一
の事象であったが， しかし彼はロッテの愛の中である目的に規定されてい
たので，既成の道徳や習慣に対する軽蔑的な態度では死という自由に対し
て十分ではなく，死もまたヴェルテルの熟考に於いて別の意味を保持して
いたにちがいない． 「…これが最後の朝です． これ力:最後！ ロッテ，ぼく
’
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’には， この最後という言葉が全く理解できません.」60と語るヴェルテル
は，プロメトイス6’と同様に，死という言葉がいかにも抽象的であって，
死と云う概念には感覚的な経験というのか人間的な感情が欠けているのを
発見する．
死の観念は，彼にとって「自分の生存の初めと終りは， まるで理解の埒
外であるという程のたかが知れた智慧しかもちあわせていない人間の夢」
62であり，そしてまた死の不安は，彼にとって，嚇された心の迷妄であ
った． 「死ぬ！これはどういうことなのでしょう，死について語る時，ぼ
くらは夢を見ているのではないでしょうか…どうしてぼくカヌ滅びるなんて
ことがあるのでしょうか． どうしてあなたが滅びるなんてことがあるので
しょう．ぼくは，厳として存在しています！－滅びる！－それはどう
いうことでしょう， これもまた，単なる言葉です． うつるな響きです…死
ぬ1 墓！ ぼくには， これらの言葉がまるで理解できません.｣63この熱
狂的なまでに激昂した繰返しは，勿論，心からの信条に疑惑を抱いていた
自己に対する説得の要因を示すものである． ロッテとの最初の別離に際し
て， 自己の愛を叶えてくれる相手方の保証として，彼女の宗教的な信条を
狂信的なまでに捕えていたように，今や，彼の愛が魂の不死性を示し， ロ
ッテへの恋慕が満たされるのをヴェルテルは感じる．つまり，別離は彼に
とって「いまはまだ， 自身の存在は私のもの，いや，愛する人よ，あなた
のものです，あなたの！それなのに一瞬にして引き離され，別れ別れにな
ってしまう－恐らく永遠に？－そんなことってあるでしょうか．い
や， ロッテ，嘘です－」“と卒直にうなずけるものではなかった． こ
のような別離はヴェルテルの全存在に，その存在の意義をもたらすもので
あり，それはロッテへの愛という形で資格を得，根本的かつ必然的なもの
となったのである． ロッテの愛なしには存在することができないという感
情，それ故にロッテの愛が神聖なもの，神的なものであらねばならず， し
かもそれ故にこそ，死から救済されて守られるというこの感情の循環論証
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のうちに，死の考えが耐えられるのである．
このような来世信仰を，ゲーテは勿論，いわゆる教義をよそおう信仰個
条によって述べるのではなく，彼はそれをヴェルテルの興奮した幻想とし
て表現しているのである．そしてまたロッテの接吻は「ぼくが昨日この唇
に味わい，今も尚みずからの内部に感じているこの燃える生命だけは，い
かなる永遠も消し去ることができないでしょう！」 65と終局に於いて，
この愛を確信させたのであり， しかもそれは彼の臨終の秘蹟となったので
ある． 「今まで知らなかった熱い歓喜｣66によって，彼は死を眼前にして，
慎悩の世界，即ち， 内面的な精神の葛藤から救われたのである． このよう
な愛の形而下に於けるヴェルテルの確信が唯一の動機となっているが， こ
の愛にも付随的にではあるが神の姿が顕われているように思われる．神は
ロッテが出現するまでは，大約，彼にとって，彼を慰さめる為に存在して
いるにすぎず， また後には， ロッテとヴェルテルの愛の絆の巨大な背景そ
のものとなり， それはまた単に感覚的，情熱的な愛の幸という言葉で表わ
されているだけではなく， 「ぼくはとんで迎えに行き，あなたをかき抱き，
無限なる神の御前で，永遠の抱擁をつづけながらいつまでも一緒にいるの
です.」 67というような愛の実現をも意味する．
ヴェルテルの本来の宗教的な関心が，たとえ感性的な愛の永遠にあると
しても， ここにはやはり付随的にしる神への信頼がうかがえる．だが当初
かのエルザスの夏の日の幸福が再び廻り来たつたかの如き感情を抱いてい
たヴニルテルーゲーテーは，その規定された発展の終局の段階に到っ
て「誰か一人が去らなくてはならない」 68苦しい三角関係の清算行為と
はもはや厳格に宗教的な事柄とは切離している．我々が個々の敬虚な態度
を先験的な現状の洞察として見徹さなければならぬ限り，ヴェルテルは神
の信仰故に死ぬのでもなければ，愛の教義の為に死ぬのでもない．彼は暖
昧模糊とした希望を抱いて，個人的な動機で死ぬのである．彼の死は生贄
ではなく，激しい感情的な幻想の充溢によって導かれた一種の精神の混沌
I
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を示すものである．ヴェルテルの死は，一切を感じる人間ゲーテの絶えざ
る内的危機の比嚥であり，神は彼の，澳悩を意識させると同時に現在化する
手段を彼に与え，神は彼に彼の悩んでいることを語らせたのである．
L
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